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ちがえることがないが，上山へ行くとそういう誰りがさかんなようだ。「クニコ」とつけたは
ずの娘の名前が，市役所から来た入学通知書を見たら，「フネコ」になっていたので，びっく
りして改名してもらった，という話を上山の人から聞いたことがある。自分が小学生のころ，
学芸会で上山の子どもが，「雨が降ってきた」というせりふを，うまく言えないで困っていた
のをおぼえている。上山の子どもが言うと，「アメ（飴）クッテ（食って）きた」になってし
まったものだ。」ということであるから，もとは，これらの地点でも，語頭にくる「ク」と「フ」
は，〔'伽'〕だったのではないかと思われる。
現在.これらの地点では．語頭にくる「ク」もたいてい〔Ｍ`〕になっているが，この〔Ｍ`〕
は，おそらく，標準語の影響によって生じた音であろうと思われる。宇都山・中・折戸・狼煙
・野崎・須曾などの地点にも，語頭の「ク」が〔Ｍ１〕になっている例が若干見られるが，こ
れらの〔ｋｚＪＤについても同様のことが考えられる。
小泊(4)・飯田(5)・岡田(6)・中田(7)などには，現在，「ク」と「フ」の計上りが全く認められ
ないが，もともとこれらの地点にそういう誹りがなかったのか，あるいは，標準語の影響でそ
の痕跡さえ失なわれることになってしまったのか，にわかには決めがたい。
７．むすび
語頭にくる「ク」とけ」の変遷をまとめて示せば，次の通りとなる。なお，語中語尾の
｢ク」と「フ」については，現在，誰りの例が全く認められないので，何とも言えない。繩仙蜘艸〆一一一一州・肌陣中
も一一、
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能登島の野崎，須曾のほうが珠洲地方よりも古い段階の音を示していることになる。なお，
小泊・飯田・岡田・中田などの地点については何とも言えない。
これらの地点の間に見られる地域差は，おそらく，母音〔ｕ〕の影響と標準語の影響とが，
複雑にから承合って生じたものと思われるが，くわしいことは省略する。
音韻については，計上りの現象は辺境に起こり易いということが言われるが，珠洲地方と能登
島の場合にもそのことがあてはまりそうである。改めて述べるまでもなく，珠洲地方と能登島
は，石川県の中でも特に辺地と目されている地域だからである。
(注１）石)11県教育会編「石)||県方言彙集」・石川県国語及漢文学会編「石川県の計上音調査」
および金田一春彦氏の「音韻」（東条操編「日本方言学」120ページ）を参照。
(注２）長岡博男氏の「石川県方言書目解題」（「国語方言」第１号所収）による。「石川県
の訓音調査」には奥付がないので，刊行年月日のくわしいことはわからない。
(注５）岩井隆盛氏は，「方言学講座」（第５巻・富山・石川）の中で，「フム（汲む，例，
ノザキ
能登島の野崎）・フクノレ（括る，例，ロ能登の押水）などの例をあげておられる。筆者
（川本）も，昭和42年７月から昭和45年７月にかけて能登島の全集落でアクセントを調
べたが，その際，野崎でIま〔のＷｔＳＩ〕（口・靴）と〔ＩやuＵｊｏ〕（冬）を，須曾でば
〔のｕｕｂｉ〕（首）と〔1や、ｎｓ〕（舟）を採集している。なお，能登島の他の集落で
はそういう託りは聞かれなかった。
(注４)(注５）「ク」・「フ」以外の力行音・ハ行音の交替現象の例は，「石川県方言彙集」
にも「石川県の訓音調査」にも出ていない。
(注６）表５のく備考＞にも述べてあるが，珠洲地方では，たいていの地点で，「脱ぐ｣の「ぐ」
を〔Ｍ１〕と発音する。これは，あるいは，上代の「幣都那美曾邇奴岐字豆（辺つ波そ
う
ｌこ脱ぎ棄て）」（古事記・上・日本古典文学大系105ページ）や「宇既具都遠奴伎都流
うけぐちつ其等久布美奴伎提（穿沓を脱ぎ秦るｶﾛ〈踏jzk脱きて）」（万葉集・5.800）などと関係
があるのかもしれない。なお，珠》N地方では，「河豚（ふぐ）」を〔ｏｍｋＭｌ〕とか
〔dedeMk叫〕，〔dembwMJ〕，〔debwMｲ〕，〔bemMkz`/〕とか言っているが，こ
れ川るいは,「愛編布犯之則怒怒則腹脹浮出水上者也｣(和名抄1９
６オ）と関係があるのかもしれない。
(注７」四十住次平氏（上黒丸小・中学校長）も，「折戸では「ク」と「フ」をとりちがえて
発音する。「ク」を「フ」と言ったら，「フ」を「ク」と言わなくともよさそうなのに，
どういうわけか，折戸では「ク」と「フ」をとりちがえて発音する。戦時中のことにな
るが，折戸では，「天に代わりて不義を討つ」という歌を，「天に代わりてクキ。（釘）
をウツ（打つ）」と歌っていたものだ。」と述べておられる。
(注８）「ク」と「フ」の計上りについて当時の状況を沖谷忠幸氏にうかがうことができればと
思い，石川県教育委員会学校教育課で同氏の消息を調べていただいたところ，同氏は，
明治40年２月15日石川県能美郡白江村字園イ115（現在は小松市に編入）に生まれ，昭
和４年から昭和12年５月まで飯田高等女学校で英語の先生をしておられたが，昭和12年
４月に愛媛県立西条中学校に転ぜられ，昭和15年同地で亡くなられたという。
(注９）拙稿「青森県下北方言におけるウ段音」（「国語学研究」第５集所収）でも述べてあ
るが，筆者の郷里下北地方では，「フ」は一般に〔hIn〕となる。なお，下北郡東通村
ではウ段音がオ段音に託る現象が著しいが，「フ」・「ク」および語頭にくる「グ」は，
宇都山と同様にウ段音のままで発音される。柴田武先生の「音韻」（国語学会編「方言
学概説」所収）によると，出雲市方言にも同様の現象が見られるようである。
〔付記〕小稿をなすにあたり，「石川県方言蘂集」と「石川県の靴音調査」を見せて下さっ
た，金沢大学教授藤田福夫氏に深く感謝いたします。
